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伊是名海穴海底熱水系から採取した間隙水の化学組成

Chemical and isotopic compositions of interstitial water from the Izena

hydrothermal field
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　これまでのSIP航海において，伊平屋北海丘の複数の海底熱水活動域を掘削し，硫化物鉱床の分布と，海底熱

水の分布を明らかにしてきた。しかし，伊平屋北海丘における海底熱水鉱床の規模は比較的小規模なもの

で，大規模な海底熱水鉱床の形成メカニズムを明らかにするにはあまり適していなかった。伊是名海穴に

は，Hakureiサイト及びJADEサイトといった二つの海底熱水活動域が報告されており，Hakureiサイトの海底

面には，高さ数十メートルに及ぶ複数のマウンドが連なっている。JOGMECのプレスリリースによれば，これ

らのマウンドを形成している硫化物の下にも硫化物の鉱体の存在が示唆されている（JOGMECプレスリ

リース）。本研究では，大規模な海底熱水鉱床周辺の間隙水及びヘッドスペースガス中の化学組成及びガス組

成を測定し，海底下における熱水の分布と挙動を調べ，熱水が大規模な海底熱水鉱床の成長にどのように関

わっているかを明らかにする。
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